
新田原基地を使用した日米共同訓練

が強化され、宮崎空港も訓練使用さ

れました。「緊張が増す国際環境」

を理由に軍備強化が進められていま

す。平和ために声をあげ続けます。

【日米共同訓練反対緊急集会】→

様々な思い、意見、疑問をお話しいただきま
した。【あおぞら街角相談会】↑

衆議院選挙では立憲民主党に対する熱いご支援をい

ただきました。国・県・自治体議員が力を合わせて、

暮らし優先のまっとうな政治を実現します。↓

総務政策常任委員会県外視察で、

2019年に開催された茨城国体の

成果と、その継承の実情について

調査に伺いました。↑

9月23日、臨時党

大会で野田新代

表が選出されま

した。私は県の

代議員として参

加。↑

岩切たつやの11月議会報告です。 〈第３５号〉

県
里
親
会
長
と
し
て
、
九
州
地

区
里
親
研
修
大
会
に
出
席
↑

熊
本
市
の
慈
恵
病
院
に
あ
る
「
こ

う
の
と
り
の
ゆ
り
か
ご
」
と
呼
ば

れ
る
赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
に
、
最
初

に
保
護
さ
れ
た
若
者
の
講
演
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
、

養
親
の
も
と
か
ら
大
学
に
進
学
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

熊本で開かれた防災・減災フ

ェアへ勉強に行きました。災

害が増える環境に、十分な備

えを考えます↓

二
〇
二
五
年
も
地
域
の
声
を
丁

寧
に
お
聞
き
し
、
出
来
事
を
し
っ

か
り
調
査
し
て
、
県
政
に
活
か
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ま
っ
と
う
な
政
治

の
実
現
を
通
じ
、
働
く
者
の
立
場

を

向

上

さ

せ
、
全
て
の

子
ど
も
ら
に

幸
福
な
未
来

が
あ
る
よ
う
に
祈
る
と
同
時
に
、

行
動
し
て
い
き
ま
す
。

様
々
な
課
題
を
取

り
上
げ
て
、
県
民
福

祉
の
向
上
に
寄
与

で
き
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
、
県
政
に
対
す
る
ご
意

見
、
ご
要
望
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

岩切達哉Faceboo

kのQRコードです

1961年生、1979年県庁入庁し、児童相談所

や福祉事務所等に勤務。その間、労組委員

長、ＰＴＡ会長など労働運動、地域活動に取り

組む。

2015年県議選に初当選し、

現在３期目。議会内会派の

「県民連合立憲」の会長、

総務政策常任委員会委員、

立憲民主党宮崎県連幹事長

社会福祉士、宮崎県里親会

いろんな労働組合
の大会に伺いまし
た。ありがとうご
ざいます。←

県
は
、
来
年
度
予
算
編
成
方
針
の
重
点
施

策
に
、
人
口
の
社
会
減
対
策
を
本
格
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
と
定
め
ま
し
た
。

若
者
が
宮
崎
県
に
残
っ
て
も
ら
う
よ
う
に

な
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

宮
崎
大
学
が
昨
年
３
月
に
取
組
ん
だ
「
若

者
の
県
外
流
出
要
因
等
調
査
」
に
よ
れ
ば
、

大
学
卒
者
や
高
校
卒
の
若
者
が
就
労
先
を
選

ぶ
理
由
に
、「
賃
金
水
準
」「
福
利
厚
生
」「
安

定
性
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
知
事
や
部
長
に

対
し
、
こ
の
報
告
書
を
受
け
て
、
ど
の
よ
う

な
施
策
を
予
定
す
る
か
問
い
ま
し
た
。

「
県
内
企
業
の
処
遇
改
善
を
促
し
た
い
」「
子

育
て
支
援
策
に
加
え
、
安
定
的
な
収
入
の
確

保
の
実
現
に
つ
な
が
る
施
策
を
部
局
横
断
で

進
め
る
」
と
し
っ
か
り
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

都
市
部
と
地
方
の
賃
金
格
差
は
、
も
う
無

視
は
で
き
ま
せ
ん
。
地
方
の
存
続
に
か
か
る

課
題
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
地
方
創
生
に

つ
な
が
る
投
資
効
果
が
あ
る
事
業
と
し
て
、

賃
金
を
引
上
げ
る
た
め
の
直
接
の
取
り
組
み

を
求
め
ま
し
た
。
他
県
で
は
直
接
企
業
に
補

助
金
を
支
給
を
し
て
、
賃
上
げ
実
現
を
図
ろ

う
と
す
る
努
力
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

１１月議会の質問項目
１ 人口社会減対策の取組みについて

・新年度予算編成方針

・若者の流出防止策

２ 高等特別支援学校など教育課題について

・高等特別支援学校の募集、選考、運営等

・県立高等学校教育整備基本方針（中間見直し）の骨子

・青少年自然の家バリアフリー対策等

３ 労働者支援、子育て支援について

・建設業週休二日制導入に伴う収入減少防止

・就労時間の多様化に伴う子育て支援

・児童虐待等

４ 県職員の雇用について

・採用の実態と採用困難職種への対策

・地域手当に見る都市と地方の格差問題等

５ 闇バイト防止、信号機の課題について

・不法バイト、犯罪バイト防止

・信号機に地名表示を

・時差式信号の危険性

昨年、２月議会では、人口減少で労働力が著しく

減少することで、様々な産業から人材が消失し、住民

サービスや介護・医療の営みも困難になる問題を取り

上げました。９月議会では、宮崎県に魅力ある雇用を

という目標に対し、若年退職者が増加している県庁職

場は魅力ある雇用なのかと問いました。そして１１月

議会では、人口の社会減対策を来年度重点施策とし

て取り組む河野知事の姿勢を尋ねました。

人口の減少は、いま始まった問題ではありません。

国民の生活を顧みず、自らの懐を暖め、お友達企業

により儲からせることばかりに腐心した「今だけ、金だ

け、自分だけ」政治が問題を放置していた結果です。

２０２５年においても、引き続き、活力ある宮崎の産

業と社会を維持するために、労働者を大切にし、支え

合うまっとうな社会を追究し努力してまいります。
県議会録画のQR

コードです

２月

９ 月

１ １ 月
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【宮崎県のHPから】

【大分県のHPから】

月
議
会
で
は
新
幹
線
が
話
題
と
な

１１
り
ま
し
た
。
３
つ
の
ル
ー
ト
の
経
済
性

な
ど
整
理
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
れ
が
い

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
現
在
唯
一
、

国
の
基
本
計
画
は
小
倉
か
ら
鹿
児
島
を

結
ぶ
ル
ー
ト
「
日
豊
本
線
ル
ー
ト
」
し

か
な
い
と
い
う
事
実
の
も
と
宮
崎
か
ら

８
月
８
日
に
日
向
灘
沖
を
震
源
と
す

る
強
い
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
日
南
市

南
郷
町
で
震
度
６
弱
と
、
近
年
経
験
し

て
い
な
い
揺
れ
と
な
り
ま
し
た
。
宮
崎

市
内
で
も
震
度
５
強
を
観
測
し
、
人
的

被
害
も
心
配
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
幸

い
死
亡
者
は
な
く
、
そ
れ
で
も
重
傷
者

や
建
物
の
損
壊
な
ど
、
少
な
く
な

い
損
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
し
て
８
月

日
未
明
に
台
風

号

２９

１０

が
通
過
し
、
多
く
の
農
水
産
業
施
設
や

家
屋
に
突
風
よ
る
被
害
を
被
り
ま
し
た
。

こ
の
際
、
県
内
で
５
７
０
０
人
余
り
が

避
難
し
て
い
ま
す
。

９
月
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
災
害
状

況
の
報
告
と
、
被
害
か
ら
の
復
旧
に
向

け
た
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
、
避
難
所

に
な
る
県
立
学
校
に
は
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
や
ト
イ
レ
カ
ー
を
準
備
す
る
予
算

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
復
旧
事
業

は

月
議
会
で
提
案
さ
れ

億
５
千
万

１１

１８

円
余
り
の
事
業
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

話
題
の
提
供
が
あ
っ
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

大
分
県
で
は
、
１
年
早
く
同
様
の
報

告
書
が
提
出
さ
れ
て
熱
心
な
議
論
が
進

め
ら
れ
、
高
速
大
量
輸
送
の
メ
リ
ッ
ト

が
最
大
限
発
揮
で
き
る
四
国
を
経
て
関

西
圏
に
繋
が
る
四
国
新
幹
線
に
期
待
が

強
ま
っ
て
い
ま
す
。
ほ
っ
と
け
ば
、
東

九
州
を
南
北
に
結
ぶ
東
九
州
新
幹
線
へ

の
情
熱
は
冷
め
て
し
ま
う
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
東
九
州
新
幹
線
の
実
現
に
は
大

分
駅
か
ら
南
の
部
分
の
地
元
負
担
や
、

在
来
線
の
負
担
な
ど
を
大
分
県
が
担
う

こ
と
が
必
要
で
す
。
「
四
国
新
幹
線
が
よ

い
」
「
四
国
新
幹
線
だ
け
で
よ
い
」
と
判

断
さ
れ
る
と
、
宮
崎
県
に
新
幹
線
が
走

る
こ
と
は
難
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。

大
分
県
と
一
緒
に
、
日
豊
本
線
ル
ー

ト
実
現
の
運
動
を
行
う
こ
と
が
新
幹
線

実
現
に
最
も
重
要
な
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
地
元
負
担
や
在
来
線
維
持
の
問
題

な
ど
ハ
ー
ド
ル
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

来
年
秋
に
開
か
れ
る
「
ツ

ー
ル
・
ド
九
州
」
に
宮
崎

～
大
分
県
境
が
ス
テ
ー
ジ

と
し
て
設
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
カ
ラ
フ
ル
な
シ
ャ
ツ

を
着
こ
ん
だ
選
手
た
ち
が
、
精
巧
な
自

転
車
を
フ
ル
ス
ピ
ー
ド
で
走
ら
せ
る
姿

は
圧
巻
で
す
。

月
議
会
で
準
備
予
算

１１

が
３
千
万
円
余
り
組

ま
れ
ま
し
た
。

団
地
の
建
て
替
え
開
始
！

老
朽
化
し
た
県
営
住
宅

建
替
え
に
着
手
す
る
こ
と

に
な
り
、
ま
ず
延
岡
市
一

ヶ
岡
団
地
か
ら
先
行
し

て
、
後
に
宮
崎
市
大
塚
台

団
地
、
青
葉
団
地
に
取
組

ん
で
い
き
ま
す
。

完
了
ま
で

年
は
か
か

１０

る
事
業
。
い
ま
居
住
し
て

い
る
皆
さ
ん
の
思
い
を
尊

重
し
つ
つ
進
め
て
ほ
し
い

と
考
え
ま
す
。

鹿
児
島
間
を

先
行
さ
せ
て

み
た
ら
と
い

う
案
と
、
宮

崎
か
ら
八
代

に
ル
ー
ト
を

変
え
て
み
た

ら
と
い
う
、

☆
質
問
☆
（
子
ど
も
の
福
祉
に
つ
い
て
）

虐
待
予
防
、
体
罰
を
用
い
な
い
子
育
て
、

保
護
し
た
児
童
と
家
庭
と
の
再
統
合
な

ど
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
子
供
を

主
体
と
し
て
、
よ
り
よ
い
環
境
整
備
を

ど
う
進
め
る
か
、
知
事
の
現
状
理
解
と

考
え
を
伺
い
た
い
。

☆
答
弁
☆
（
知
事
）
子
供
が
自
立
し
た

個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
そ
の
最
善
の

利
益
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
。
人

員
体
制
と
専
門
性
の
強
化
を
進
め
、
相

談
援
助
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
関
係
機

関
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
子
供
た
ち
が

命
を
守
ら
れ
、
自
分
ら
し
く
、
健
や
か

に
、
安
心
し
て
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
社
会

を
め
ざ
し
て
い
く
。

☆
質
問
☆
（
女
性
の
県
内
定
着
）
消
費

生
活
相
談
員
や
、
福
祉
機
関
で
働
く
相

談
員
の
多
く
は
女
性
が
担
い
、
そ
の
多

く
は
国
家
資
格
等
を
持
っ
て
就
労
し
て

い
る
が
、
多
く
は
不
安
定
雇
用
だ
。
公

務
現
場
が
率
先
し
て
魅
力
あ
る
雇
用
実

現
す
る
べ
き
で
は
。

☆
答
弁
☆
（
知
事
）
女
性
や
若
者
の
県

内
定
着
に
向
け
て
は
、
働
き
や
す
い
労

働
環
境
や
柔
軟
な
働
き
方
な
ど
、
雇

用
の
質
や
魅
力
の
向
上
が
重
要
。
企

業
・
関
係
団
体
と
も
こ
の
よ
う
な
考

え
方
を
共
有
し
、
女
性
や
若
者
に
選

ば
れ
る
宮
崎
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

☆
私
の
思
い
☆
県
が
率
先
し
て
取
り

組
み
を
行
っ
て
、
魅
力
あ
る
職
場
が

増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

☆
質
問
☆
（
住
宅
耐
震
化
に
つ
い
て
）

県
内
で
の
住
宅
耐
震
化
率1

0
0

％
を

実
現
す
る
た
め
の
対
応
に
つ
い
て
考

え
を
伺
い
た
い
。

☆
答
弁
☆
（
知
事
）
能
登
半
島
地
震

に
お
け
る
人
的
被
害
の
多
く
は
、
家

屋
倒
壊
に
よ
る
も
の
。
南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
発
生
リ
ス
ク
に
直
面
す
る
中
、

住
宅
の
耐
震
化
は
喫
緊
の
課
題
。
追

加
の
予
算
措
置
し
、
令
和
７
年
度
末

の
住
宅
耐
震
化
率

％
の
目
標
達
成
、

90

早
期
の
耐
震
化
完
了
を
め
ざ
し
て
、

取
り
組
み
を
さ
ら
に
加
速
し
て
い
く
。

☆
私
の
思
い
☆
住
宅
の
倒
壊
が
な
け

れ
ば
助
か
る
命
が
あ
り
ま
す
。
予
算

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
安
価
に
す
む

耐
震
工
事
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
補
助
金
の
情
報
な
ど
、
啓
発
に

力
を
入
れ
て
欲
し
い
と
考
え
ま
す
。

☆
質
問
☆
（
高
等
特
別
支
援
学
校
）

再
来
年
度
開
設
に
向
け
周
知
の
状
況

は
？
募
集
要
領
、
選
考
方
法
は
定
ま

っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
教
育
を
行
う
の
か
。

☆
答
弁
☆
（
教
育
長
）
県
内
各
地
で

説
明
会
を
開
催
。
定
員
や
選
考
方
法

は
来
年
度
示
す
。
学
校
で
の
学
習
と

企
業
で
の
実
習
を
繰
り
返
す
デ
ュ
ア

ル
教
育
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
、
職
業

的
自
立
を
め
ざ
す
。
高
校
と
の
交
流

を
推
進
し
、
相
互
理
解
を
深
め
共
生

社
会
を
め
ざ
す
。

☆
質
問
☆
（
労
働
者
支
援
）
建
設
業

に
お
け
る
週
休
二
日
が
進
む
中
、
日

給
制
労
働
者
の
収
入
維
持
が
必
要
で

は
な
い
か
。

☆
答
弁
☆
（
県
土
整
備
部
長
）
働
き

方
改
革
は
重
要
で
、
設
計
労
務
単
価

の
引
き
上
げ
や
、
文
書
で
適
切
な
賃

金
水
準
の
確
保
を
要
請
し
て
い
る
。

☆
質
問
☆
（
労
働
者
支
援
）
早
朝
勤

務
、
交
代
勤
務
な
ど
就
労
時
間
が
多

様
化
。
小
学
校
低
学
年
の
朝
の
居
場

所
、
夕
方
の
居
場
所
を
支
え
る
取
り

組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

☆
答
弁
☆
（
福
祉
保
健
部
長
）

フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業
や
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
な
ど
、
市
町
村
が
取
り
組
ん
で

い
る
。
社
会
全
体
で
子
育
て
を
応
援

す
る
観
点
か
ら
、
家
庭
の
事
情
に
応
じ
た

対
応
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

☆
私
の
思
い
☆
「
朝
の
居
場
所
」
は
新
し

い
課
題
で
は
な
く
、
子
育
て
を
地
域
で
支

え
合
っ
た
時
代
に
は
問
題
と
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
。
現
代
の
子
育
て
環
境
を
し
っ
か

り
見
つ
め
た
施
策
を
求
め
て
参
り
ま
す
。

☆
質
問
☆
（
時
差
式
信
号
）
十
字
路
で
の

時
差
式
信
号
は
危
険
と
思
う
。
矢
印
信
号

を
追
加
す
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

☆
答
弁
☆
（
警
察
本
部
長
）
随
時
見
直
し

す
る
。
右
折
車
線
が
確
保
で
き
れ
ば
右
折

矢
印
信
号
を
設
置
し
た
い
。

民生委員・児童委員の処遇改善を求める意見書
２０２４年11月、第９３回全国民生委員児童委員大会が宮崎

市で開かれました。宮崎県での開催は３１年ぶり。そのなかで、

全国的に充足率が低下傾向で、年齢も６０代が中心で徐々に７

０代の割合が高くなっているなど、担い手不足や高齢化が課題と

なっていると議論がありました。

私たちは会派で、民生委員の担うべき役割を整

理し負担感を減らすことや、活躍を支える活動費の

増額を求める意見書を県議会に提出。全会一致で

採択することができました。

岩切たつやの11月議会報告です。 〈第３５号〉

９
月
、

月
議
会
質
問
の
一
部
を

１１

ご
紹
介
し
ま
す
。


